
 

 

  

 

 

 

 

学校経営から学ぶ 
学校の教育目標を達成するために、「学校評価の４

点セット」のそれぞれの取組について、特に PJ チー

ムを中心に教職員等の実施率と取組状況、子どもの達

成状況と検証、改善策が明確に示されており、実効性

のある検証・改善サイクルとなっています。

注目すべきは、全学年国語、算数、社会、理

科の単元テストを分析し、どの教科にも共通

した課題を明確にしたことです。その後、授

業におけるシェアタイムの充実を行うこと

で無回答の割合が減っているようです。ま

た、各種アンケートから、逆読み聞かせや読

書郵便など、司書と協働で取り組む読書活動

や、人間関係プログラムを全職員で計画的に

取り組むことで継続的な実践が行われてい

ます。 

今後は、学校をあげて育成を目指す（教科

横断的な）資質・能力について、本校として

「定義」することで、最上位目標の絞り込み

や共通理解を図ってみてはいかがでしょう

か。目標の共有ができれば、具体的な取組は

担当者や児童会にも任せることができ、当事

者意識が高まると思いました。また、そのよ

うな資質・能力について、保護者や地域の方

とも熟議等を行うことで、より協働的な取組

が行われると思い

ます。  

授業から学ぶ 

どの教室からも、拍手や笑顔があり安心な空気を感じました。ま

た、言葉を大切にした授業を教師が意識していると思いました。 

今後は、指導案における「振り返り」は教師が願う具体的なゴール

の姿を「子どもを主語」で表してみてはいかがでしょうか。そして、

互見授業等でその「振り返り」の表記について「ねらい」との連動や

評価規準との整合性について協議することで、授業改善がより推進

されると思いました。 
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